
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館イメージキャラクター 
 

第３０回 余市町 

読書体験・感想文コンクール作品募集！ 

[募集対象] 

  ・町内の小学校､中学校､高校に在籍する方､町内に居住する高校生及び一般の方｡ 

   [募集方法] 

  ・対象図書 自由です。（ただし、教科書でならった作品、マンガの作品は対象としません） 

  ・募集点数  作品は､１人１点で未発表のものとする。       

  ・用紙､字数等 

   用紙  ４００字詰原稿用紙(たて書) (小学校低学年は学校使用の用紙でも可) 

    字数  中学生       ５枚 ２０００字以内       高校生      ５枚 ２０００字以内 

          一  般       ５枚 ２０００字以内 

  ・応募締切 ９月９日（水） 

   ◆作品には表紙をつけ､題名､氏名､学校名､男女の別､読んだ本の題名､作者名､出版社名を記載 

してください｡ 

・提出先  小中高校生は各学校に提出してください｡ 

            一般については､余市町図書館に持参、もしくは郵送してください｡ 
 

   

 

面白かった本のこと、感動的だった 1 冊のことなどを感想文にしてみませんか？また、お子様との読み聞かせや、本にまつ

わる様々な体験などを文章にしてみませんか。 

学生時代は読書感想文や作文が苦手だった方も、大人になってから書いてみると、不思議と楽しめるかもしれません。一般

の方も奮ってご応募ください。 

 

一般の方 
からのご応募を 

お待ちしています！ 

ご利用上の注意について 
新型コロナウイルス感染防止のため、「新北海道スタイル」により、利用を
一部制限しておりますが、従来に近いかたちでサービスを再開しています。 

○制限しているサービス○ 

３密を防ぐため、館内に入れ

る人数は２０人までとします。 

長期滞在を防ぐため、２時間まで

の利用とさせていただきます。 

○ご協力をお願いしています○ 
もし利用者様のなかに感染者が出た

場合、同日に施設を利用した方にすぐ

連絡ができるよう、施設の入り口で連

絡先を記入していただいています。 

ご利用の皆様の命を守るための措置

ですので、ご協力をお願い致します。 

（北海道コロナ通知システムにご登録していただいた

方は記入の必要はありません。） 

※マスクの着用も引き続きお願い致します。 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなのぬりえを大募集！ おはなし会、再開します！ 

新型コロナウイルス対策でカウンターにかけてい

るビニールカーテンを、皆様のぬりえで綺麗に飾

ってみませんか？ 

余市町の木、花、魚、鳥であるリンゴ、あゆ、か

もめ、そして今話題のアマビエ、合わせて４種類

のぬりえを用意しました。図書館を皆様のお力で

カラフルに大変身させてください！ 

ぬりえはお家でゆっくりぬって、完成したら職員

まで渡してください！台紙はカウンターにおいて

います。 

毎週水曜日に行っていた本のひろばさんによる「読み聞かせの会」は、当面の間は中止とさせていただきます。 

そこで、９月からは、オススメ絵本の展示を行っていただけることになりました。だいたい 2 ヶ月に 1 回、

展示の本も変えていただき、読み聞かせができるようになるまでの間は続けて頂けるので、皆さんも楽しみに

していてくださいね！ 

なお、映画会についても、感染対策が十分に行えないため、当面の間は中止となります。視聴覚コーナーでの

個人視聴は可能ですので、そちらをご利用ください（滞在可能時間は２時間までです） 

新型コロナウイルス対策で中止していたおはな

し会ですが、３密対策（換気、人数は３組６人ま

で、時間は２０分程度）を講じながら新しい形で

実施することになりました。毎回テーマを設けて

楽しい絵本や紙芝居を紹介し、それを借りてもら

う形となります。自由参加です。 
 

○今月のテーマ○ 

８月８日（土）「夏だ！お家で泳ごう」 

8 月 22日（土）「いろんな虫、みーつけた」 

①午前 11 時～ ②午後 2時～ 

 

つくってあそぼう～カンタン工作編～ 

カウンターに見本が

あるので見に来て 

くださいね！ 

対 象 小学校低学年 

定 員 １０名（先着順） 

もちもの 好きな色のマジック はさみ 細いストロー 

     手を拭くもの 

日時   

11 時から 12時まで 

  （8 月 5日（水）までに 

お申し込みください） 

会場 図書館 2階視聴覚室 

 
マスクの着用を 
お願い致します… 

ブックママさんの特別展示 

カウンター前の特設コーナーにて、昨年度大好評だ

った、大川小学校図書室ボランティア、ブックママ

さんの「読書感想文にオススメの本」の特別展示が

行われています。この夏にピッタリの 1 冊が見つけ

られると思います。ぜひ足を運んでみてください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊他にもいろいろ入っています！新刊コーナーをご覧ください！ 

 

 

 

□在野研究ビギナーズ（荒木優太） 

□ソロモン諸島でビブリオバトル（益井博史） 

□歴史の勝者にはウラがある（河合敦） 

□義のアウトサイダー（新保祐司） 

□女帝小池百合子（石井妙子） 

□ﾜｲﾙﾄﾞｻｲﾄﾞをほっつき歩け（ブレイディみかこ） 

□「幸せ」をつかむ戦略（富永朋信） 

□米軍式人を動かすマネジメント（田中靖治） 

□スパイ関三次郎事件（佐藤哲朗） 

□日本の七十二候を楽しむ（白井明大） 

□１日３分！さするだけで免疫力が上がる 

リンパマッサージ 

□寄生虫病の話（小島莊明） 

□関節・骨を守る２９５のＱ＆Ａ事典  

□世界最高のエビデンスでやさしく伝える最新医学

で一番正しいアトピーの治し方（大塚篤司） 

□免疫力をあげる最強の食事術 

□新型コロナウイルス（水谷哲也）    

□地球に住めなくなる日 

（ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫﾚｽ・ｳｪﾙｽﾞ） 

□日本の刃物研ぎの技法  

□いつも、日本酒のことばかり。（山内聖子） 

□型紙いらずの浴衣リメイク（松下純子） 

□３時間でできるかごバッグ（貝塚なおこ） 

□夏糸で編むネットバッグ 

□１日１３０万食！を支える栄養士のおうちごはん 

□手づくり調味料のある暮らし（荻野恭子） 

□ハツ江おばあちゃんのフライパン１つで 

１００レシピ（高木ハツ江） 

□進化する里山資本主義 

□魅せる苔テラリウムの作り方（石河英作） 

□切る枝・残す枝がわかる！庭木の剪定  
□１３歳からのアート思考（末永幸歩） 

□ジブリアニメで哲学する（小川仁志） 

□この本を書いたのは誰だ？（村上征勝） 

□話すチカラ（斉藤孝）              

□スッキリ文章術（時田昌） 

 
 

 

□１日１０分のごほうび 

□もののけ〈怪異〉時代小説傑作選 

□泥棒は世界を救う（赤川次郎） 

□木になった亜沙（今村夏子）    

□布石（上田秀人） 

□それからの四十七士（岡本さとる） 

□笹の船で海をわたる（角田光代） 

□ウミガメみたいに飛んでみな（木村椅子） 

□アパレル興亡（黒木亮） 

□任侠シネマ（今野敏） 

□わかれ縁（西條奈加） 

□稚児桜（澤田瞳子）       

□法の雨（下村敦史） 

□首都感染（高嶋哲夫） 

□迷子のままで（天童荒太） 

□零れた明日（堂場瞬一） 

□少年と犬（馳星周）        

 

 

 

□猫君（畠中恵） 

□風の軍師 黒田官兵衛（葉室麟） 

□＜あの絵＞のまえで（原田マハ） 

□妖の掟（誉田哲也） 

□カケラ（湊かなえ） 

□きたきた捕物帖（宮部みゆき） 

□天下取（村木嵐） 

□魔女たちは眠りを守る（村山早紀） 

□告解（薬丸岳） 

□暴虎の牙（柚月裕子） 

□姉・米原万里（井上ユリ） 

□猫を棄てる（村上春樹）      

□いかがなものか（群ようこ） 

□万葉学者、墓をしまい母を送る（上野誠） 

□サガレン 樺太/サハリン境界を旅する（梯久美

子） 

□縫いながら、紡ぎながら（ｱﾆｴｽ･ﾏﾙﾀﾝ･ﾘｭｶﾞﾝ） 

□友だち CREST BOOKS(ｼｰｸﾞﾘｯﾄﾞ･ﾇｰﾈｽ) 

 

 

第 163 回直木賞受賞作！ 

犬を愛するすべての人へ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３０ ３１      

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０    

    ＊本は１人５冊、カセットテープは１人２巻まで２週間借りられます。 

＊開館時間   午前１０：００～午後６：３０ 

＊休 館 日  毎週月曜日、図書整理日、年末年始 

余市町図書館 余市町入舟町４１３番地  

電話：（0135）２２－６１４１ FAX （０１３５）２３－７６６０ 

https://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp// 

利用案内 

8月 9月 

※新型コロナウイルスの影響で開館日が変更になる
場合がございます。ご了承ください。 

ご寄贈ありがとうございます！ 
「さんぎゃ橋を越えて」   若林 九里/著 

 

このたび、著者の若林九里様より、町民の皆様にも読んで

いただきたいと、「さんぎゃ橋を越えて」という自伝小説をご

寄贈いただきました。余市町が舞台となった小説ですので、

ぜひご覧ください。 

小説コーナーと、レファレンスコーナーにおいてあります。 

終戦直後の雪深い片田舎での不自由な生活、幼き親友との別れ― 

感じて欲しい、あの日々のかけらを。 
終戦直後の北海道に生きる少女、佳子と、彼女を軸に織り成される素朴で美しい日々。 
雪深い開拓地に暮らす苦しみ、親友との別れ。徴兵された父や叔父たち、それを見送った開拓一世の
祖父母。戦争に巻き込まれる人々の悲哀が、純真な少女の目を通して語られる。 

さんぎゃ橋（三軒家橋）とは、登地区にある川をまたぐ橋で、作中には登小学校、東中学校が登場します。
作品の舞台を思い浮かべながら読んでみて下さい。 

―あらすじ― 

（柏艪舎） 


